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ペットフード中のグルテン

グルテンフリー食はヒトの栄養管理において
人気が高まっており、ペットフードを選択する
際にも影響を与える可能性があります。グル
テンとは実際にはどのようなもので、 何故
ペットフードに含まれるのでしょうか。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 グルテンと穀物とセリアック病の関係

グルテンは穀物に含まれる貯蔵タンパク質の総称です。
小麦や大麦、ライ麦はTriticeaeと呼ばれる草性植物種に
属しています。こうした特定の穀物のグルテンには、セリ
アック病の患者さんにアレルギー反応を引き起こすタンパ
ク質成分であるグリアジンが含まれています1。

オーツ麦はAveneaeと呼ばれるその他の穀物種に属して
います。オーツ麦のグルテンにはアベニンが含まれていま
すが2、これはグリアジンとはわずかに異なるタンパク質
で、同様のアレルギー反応を引き起こしません。オーツ
麦がヒトのセリアック病用のグルテンフリー食に分類され
るかどうかは未だに議論されています3,4。
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小麦の穀粒

グルテン

グリアジン
＝グルテンの可溶性成分 

セリアック病の患者さんにアレ
ルギー反応を引き起こす

＝タンパク質成分

グルテニン
＝グルテンの不溶性成分

穀物 グルテン過敏症に 
対する安全性

小麦
（スペルト、カムート、ファッロ、デュラムなどの品種

ならびに、ブルガー小麦、セモリナなどの製品を含む）

大麦

ライ麦

ライ小麦
（小麦とライ麦の交配種）

オーツ麦

トウモロコシ／メイズ

ミレット

米

ソルガム

グルテンアレルギーは犬では非常にまれであり、猫では報
告がありません。

小麦グルテンは消化のよいタンパク質源で14、ペットフード
の食感や弾力に関係します。

トウモロコシ（またはメイズ）、米、ミレット（アワ、キビ）および
ソルガムなどの穀物にグリアジンは含有されていません。これら
は一般に「グルテンフリー」と呼ばれ、セリアック病の患者さんや
小麦グルテン過敏症のペットに安全な食物です。

「コーングルテンミール」は、米国規制当局が特定の原材料に付
した名称です。コーングルテンミールはトウモロコシ（またはメイ
ズ）の副産物で、ロイシンやメチオニンが豊富な良質のタンパク
質源として、しばしばペットフードに使用されています。一方で、
コーングルテンミールにはグリアジンは含有されず、トウモロコ
シタンパク質のみを含有しているため、この用語は誤解を招くお
それがあります。

食品に含まれるグルテンが心配なのは何故で
すか？

ペットのグルテンアレルギー

グルテンは小麦や大麦、ライ麦に含まれ、セリアック病の患者さ
んにアレルギー反応を引き起こす可能性がある因子の1つです1。
セリアック病はヒトの自己免疫疾患で、遺伝的に感受性が高い
人が罹患します5。重要な点として、セリアック病は犬や猫では
発見されていません。しかし、グルテンの悪い評判を理由に、
ペットオーナーはしばしば、ペットに健康上の問題を引き起こす
可能性がある物質として、グルテンについて質問されることがあ
ります6。

一般的に、犬や猫では食物アレルギーは少ないです。犬や猫に
典型的な、食物による有害反応の臨床徴候は掻痒（皮膚のかゆ
み）ですが7、犬や猫の皮膚疾患で食物アレルギーが原因である
確率はわずか1％です8。食物アレルギーは皮膚アレルギーの原
因のうち、ノミアレルギーとアトピー（アレルゲンの吸入）に続い
て3番目です8。

犬や猫が食物アレルギーを発症しても、グルテンが原因であるこ
とはほとんどありません。食物アレルギーを発症する要因の一
部は、問題とされるタンパク質に曝露された経験があることで
す8,9。文献によると、食物アレルギーを呈するペットの大半は牛
肉や乳製品などの動物性タンパク質に対するアレルギーを有し
ており8,10、従来の市販製品にこれらの材料がいかに多く使用さ
れてきたかを反映していると考えられます。穀物のグルテンが他
のタンパク質と比べてアレルギーを生じやすいということはまず
ありません。

ごく一部のアイリッシュセッター11やボーダーテリア12,13でグルテ
ン過敏性腸症の一種が報告されています。これらの犬種では、
トウモロコシ（またはメイズ）や米を原材料とするグルテンフリー
食が選択肢として推奨されます。

世界的に見て、セリアック病に罹患している人は全体の1％もい
ませんが5、他の人も消化器症状を軽減するため、または健康
そうに見えたり感じたりするため、グルテンフリー食を好んでい
ます。ペットフード業界も人間の栄養に関する流行に追随する
傾向があるため、ペットオーナーはグルテンフリー食がペットの
健康にとってもよい選択肢だと考えるかもしれません。
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